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１　ひきこもり当事者の反応

2020 年に始まった COVID-19 感染拡大（以下
「コロナ禍」）の中で，多くの人が自宅でのひきこ
もり生活を強いられた。とりわけ 2020 年の 4-5
月，一回目の緊急事態宣言下，事実上他国のロッ
クダウンと同等レベルで，街角から人が消えた。
本稿を執筆している 2021 年 1 月現在，東京都や
筆者の住む茨城県は二回目の緊急事態宣言下にあ
り，一回目ほどではないにしても，筆者は不本意
なひきこもり生活を強いられている。もっとも，
買い物や運動などの外出は定期的にするし，大学
や病院などでの診療はあるので通勤もしている。
そうした意味では完全なひきこもり状態ではない
が，業種によってはすべてがテレワークに移行し
た結果，ほとんど外出しなくなったという話もし
ばしば耳にした。

筆者はひきこもりを専門とする精神科医なの
で，全国的にひきこもりが推奨される状況を，ひ
きこもり当事者がどのように経験しているかに関
心があった。実は筆者は当初，当事者たちが一過
性にせよ改善するのではないかと考えていた。こ
れは，ひきこもることの価値が社会的に認められ
るようになったことで，自分の状態を肯定的にと
らえられる当事者が少しでも増えて欲しいと願っ
ていたためでもある。しかし残念ながら，そうし
た変化はほとんど起きなかった。これは筆者個人
の経験ばかりではなく，いくつかの報道や当事者
の証言を総合して考えると，そのように結論づけ
ざるを得ない。　

診療場面で感想を訊ねても，ほとんどの当事者
が「何も変わりません」「苦しいのは同じです」
と答える。「路上に人がいなくなったので，人目

を気にせず外出しやすくなりました」という声は
あったが，プラスの反応はそのくらいで，むしろ

「両親が一日中家にいるので居場所がない」「家の
雰囲気がぎすぎすしていて辛い」といった苦痛を
訴える声のほうが多かった。これとは逆に，日本
中がひきこもりに苦しむ状況に快哉を叫ぶ当事者
がいるかもしれない，と身構えていたが，幸い，
そういう当事者には一人も会わなかった。

当事者の家族がひきこもり生活の辛さを体験し
たことには良い面もあった。それまでひきこもり
生活を「楽園」のように考えてきた家族も，実際
にひきこもりを経験して，その辛さや苦しさの一
部を理解したはずである。家族がそれを知ること
で，当事者の苦痛の一端でも共感的に理解できる
ようになったとすれば，こちらはプラスの影響と
考えても良いであろう。

２　虐待とDVの増加

ここまではひきこもりの当事者についての話だ
が，それではこのコロナ禍で，はじめて長期にひ
きこもった人はどのような心理状態に陥るのであ
ろうか。筆者は自身の経験と報道された事実など
に基づいて，ひきこもり生活がもたらす精神的な
変容に注意を向けてきた。ここでは，それについ
て述べてみたい。

コロナ禍におけるメンタルヘルスでもっとも深
刻だったのは，児童虐待と DV の増加であろう。

厚生労働省の発表によれば，2019 年度に全国
の児童相談所が対応した児童虐待の相談件数が前
年度比 21.2％増の 19 万 3780 件（速報値）に上っ
ていた 1）。1990 年度の統計開始以来 29 年連続で
最多を更新し，前年度からの増加数も 3 万 3942
件で過去最多となっている。これに加えて，休校
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や外出自粛の影響で，例年よりも虐待事例が周囲
から見えにくくなり潜在化している怖れがある。

DV の相談件数も急増している。全国の配偶者
暴力相談支援センターと，政府が 24 時間メール
や電話で受け付ける緊急相談窓口「DV 相談＋

（プラス）」を合わせた相談件数が，2020 年 5-6 月
でそれぞれ約１万 7500 件と，前年同月比でそれ
ぞれ約 1.6 倍に増えていた 2）。7-8 月も前年同月
と比べて 1.4 倍の１万 6000 件程度で推移してい
た。

虐待や DV が急増した要因としては，「密着し
た家族関係」と「家族や個人の孤立化」が考えら
れる。自粛生活で家族全員が四六時中同一の空間
で過ごす時間が増えると，関係性も「密」になり
がちである。もちろんそれがプラスに作用して家
族関係がより良好になる場合も多いが，逆にこじ
れる場合もある。阪神淡路大震災に際して中井久
夫が指摘したように，非常時にあっては家族関係
は，改善と悪化に向けてハサミ状に両極化するの
である（中井 2011）。

とりわけ家族間が平等ではなく，ヒエラルキー
があるような場合は，こうした悪化が起こりやす
い。父親が優位な家庭では，一日中在宅で仕事を
する父親に家族全員が気を遣う。父親がリビング
で仕事をしている間は中には入れずくつろぐこと
もできない，という話も聞いた。もちろん父親は
家事の負担などはしないから，母親にとっては在
宅する父親と子どもの世話の負担が増え，一人で
息抜きをする時間も持ちにくい。互いにイライラ
を抱えた生活が続き，些細なことで不満が爆発し
て DV や虐待につながる。

それでなくとも長期のひきこもり生活は，「コ
ロナうつ」という言葉があるように多大なストレ
スをもたらし，また多かれ少なかれ心理的な「退
行」（幼稚化）が起こりやすくなる。退行が問題
なのは，「投影性同一視」や「分裂」といった未
熟な心理状態が生じやすくなり，それが攻撃性や
暴力の源になりやすいという点にある。

ここで「分裂　splitting」とは，いわゆる「白
黒思考」ないし「100 ゼロ思考」のことである。
物事の価値を，善か悪か，敵か味方かという，単
純な二元論で考える傾向のことでもある。成熟と

は，こうした素朴な二元論を卒業して，白と黒の
間に広大はグレーゾーンが存在することに気付い
ていく過程でもある。幼い子供は物事をこのよう
に理解する傾向が強いが，成人しても退行的にな
ると，つまり幼児化が起こってしまうと，こうし
た未熟な思考パターンが優位になりやすい。

虐待や DV の加害者は，暴力を振るう反面，穏
やかで優しい面を見せることもある。これは被害
者の悪い面が見えているときは「敵」とみなして
暴力的な面が出てくるし，良い面を見ているとき
は「味方」とみなして優しくふるまうという，両
極端さのあらわれである。優しいほうが演技とい
うわけではなく，どちらも本音ではあるのだが，
振れ幅が極端すぎて被害者は振り回されてしま
う。とりわけ，何がきっかけで暴力的になるかと
いう点については，後述する投影性同一視もかか
わってくるため，予測も難しくなる。
「投影性同一視　Projective Identification」と

は，自分の感情を相手に投影することである。例
えば自分が怒っているときに，まるで相手が怒っ
ているように感じてしまうことはよくあるが，こ
れも投影性同一視である。いわゆる「げすの勘ぐ
り」などにも通ずる感覚である。ひきこもってい
る時は，投影性同一視が生じやすくなる。とりわ
け，同じ空間で一緒に暮らしているのに，会話が
乏しかったりする場合は，勘ぐりの温床になりや
すい。

なぜこのような現象が起こるのか。幼い子供
は，自分の中に生じるネガティブな感情に耐えら
れない。それゆえ子どもは，そうした感情の存在
を「否認」しようとする。しかし感情は否認して
もゼロにはならない。否認された感情は，しばし
ば相手に押しつけられる。これが「投影」のメカ
ニズムである。

こうした分裂や投影性同一視といった問題を回
避することは可能だろうか。

筆者の経験からは，たとえば対話がその予防策
になりうると考えられる。ことさらに自分の感情
や攻撃性を話題に取り上げなくとも，日常的に対
話をする頻度や量が多ければ，こうした問題は起
こりにくい。これは言い換えれば，家庭内におい
ても対話が可能なくらいの適正な心理的距離を保
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つことが望ましいということになる。つまり家庭
内においても social distance が重要となるのであ
る。

３　女性の自殺はなぜ増加したか

コロナ禍におけるメンタルヘルスで，ひょっと
すると虐待や DV 以上に深刻なのは「自殺」の
増加である。警察庁の発表によれば，2020 年 9
月の自殺者は 1805 人で，昨年の同時期より 143
人（8.6％）増えている 3）。2020 年 7 月以降，3 カ
月連続で，昨年よりも自殺者が増えているという
状況がある。ここで注目されるのは，女性の自殺
の増加ぶりである。男性が去年よりも 0.4％増え
て 1166 人，女性が 27.5％増えて 639 人となって
いる。単純に男女を比べれば男性の自殺者数のほ
うが多いが，増加率は女性のほうがあきらかに高
い。

知られる通り，うつ病の罹患率について言え
ば，女性は男性の約 2 倍，罹患しやすいとされて
いる。では，自殺率はどうだろうか。日本に限ら
ず，一般に自殺率は男性のほうが高く，ロシアの
ように 8 倍近い国もある（小森田 2013）。うつ病
は自殺リスクの高い疾患の一つだが，女性は男性
の 2 倍，うつ病に罹患しやすいにもかかわらず，
男性よりも自殺リスクが低い。こうした自殺の性
差については文献的にもいまだ定説はないようだ
が，筆者は以下のように考えている。

男性は一般的に「弱音を吐く」「愚痴をこぼす」
「助けを求める」といった援助希求行動に「男ら
しくない」といった，ネガティブな印象を持つ傾
向がある。また，男性の人間関係は女性に比べて
仕事関係が中心になりやすく，利害関係の伴わな
い人間関係が相対的に少ない。こうした人間関係
の狭さも，援助希求行動のハードルを上げてい
る。

いっぽう女性は，男性に比べれば利害関係のか
らまない横のつながり，いわゆる「社会関係資
本」が豊かである。近所づきあいや井戸端会議

（最近ならファミレス会議，カフェ会議だろうか）的
な場面で積極的にグチをこぼしあい，助け合うと
いう関係が男性よりも豊かである。もちろん例外
もあるだろうが，男性に比べればそうした傾向が

強いという点には異論は少ないだろう。
このように考えるなら，コロナ禍の中で，女性

の自殺率が急増した理由もはっきりしてくる。ま
ず，コロナによる直接のストレスは，女性のほう
がやや高かったのではないか。一日中家族全員が
在宅する場合，家事労働の負担は女性のほうに集
中しがちである。さらに女性にとって問題だった
のは，コロナ以前にはとれていたストレス対処行
動としての援助希求が，著しく困難になった点で
ある。三密回避や外出の自粛によって，対面で愚
痴をこぼしたり相談したりする機会が激減した。
ストレスのはけ口を失い，孤立感を深めた結果，
自殺念慮が急速に高まったのではないか。「人に
会えない」現実は，男性よりも女性にネガティブ
な影響があったように思われる。

４　ひきこもり増加の懸念

現在，筆者が懸念しているのは，コロナ禍でひ
きこもり人口の増加に拍車がかかるのではない
か，という懸念である。臨床場面でそうした傾向
があらわれたわけではない。ただ，長期的な予測
としてはそうした懸念があると言うことである。

もちろんこれは，自粛によって要請されたはず
のひきこもりが，いずれ「本物のひきこもり」に
変わる，という意味ではない。先述の通り，すで
にひきこもっている当事者にとっては，コロナ禍
はそれほど大きな影響をもたらさなかった。筆者
が想定しているのは，コロナ禍で増加した失業者
がそのままひきこもりに至る可能性である。
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出所：2020 年 10 月 26 日付　朝日新聞Web 版。
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内閣府が 2016 年に報告した「若者の生活に関
する調査」では，15 歳から 39 歳までのひきこも
り人口が 54 万 1000 人であり，ひきこもるきっか
けとしては「不登校」「職場になじめなかった」
が最多でそれぞれ 18.4％だったとしている（内閣
府 2016）。また，同じく内閣府が 2019 年に報告
した「生活状況に関する調査」では，40 歳から
64 歳までのひきこもり人口が 61 万 3000 人であ
り，ひきこもるきっかけとしては「退職したこ
と」が 36.2％で最多，これに「人間関係がうまく
いかなかったこと」21.3％，「病気」21.3％，「職
場になじめなかったこと」19.1％が続く（内閣府 
2019）。

失業率に関して言えば，コロナ禍で雇用情勢
は緩やかに悪化している。8 月の完全失業率は
3.0％に上昇し（図 2），完全失業者は 200 万人を
超え，勤め先都合の離職が増えたという。8 月は
有効求人倍率も 1.04 倍と，こちらも低水準が続
いている 4）。

もっとも，こうした状況は日本に限った話では
ない。

フランスのひきこもり支援に取り組んできた古
橋らは，グラスゴー大学との共同研究で，英国で
行われたロックダウンがひきこもりの増加をも
たらした可能性について指摘している（Rooksby, 
Furuhashi and McLeod 2020）。 ロ ッ ク ダ ウ ン で

「ひきこもり」に至った人が，ロックダウン解除
後も社会復帰できず，そのままひきこもりに至
るリスクが高くなっているとしている。また，
COVID-19 の経済的・社会的影響下での“ひきこ
もり”予備群の存在にも注目する必要性も示唆し
ている。

コロナ禍は失業を増やしたばかりではなく，人
と出会う機会も奪っている。ひきこもりからの回
復には，居場所や自助グループなどへの参加が大
きな意味を持つのだが，現在はそれも困難な状況
にある。つまりコロナ禍はひきこもる契機を増や
したのみならず，回復の契機までも奪ってしまっ
たということになる。

５　「対面」の価値とは何か

以上のように，コロナ禍の影響として，家族の

問題，不登校，自殺，診療場面での問題などが挙
げられるが，いずれも自粛生活の中で多くの人が
ひきこもり生活を強いられ，対面で人に会う機会
が激減したことが大きく影響していると考えられ
る。

米国 CDC（Centers for Disease Control and 
Prevention）の調査でも，コロナ禍で薬物依存や
希死念慮を訴える人が大幅に増加したという 5）。
日本でも「コロナうつ」という言葉は広く知られ
るようになっているが，現場の実感としてうつ病
が増えたという印象は乏しいし，はっきり増加を
示す統計も少ない。日本よりもはるかに「対面で
のつながり」を重視する（かにみえる）米国人が，
ひきこもり生活からうつに陥りやすいのは当然と
も言える。しかしすべての人がそうした反応を示
したわけではない。

筆者自身の経験に即して言えば，いくぶんひき
こもり気味の性格傾向ゆえか，家に引きこもり続
ける生活はあまり苦にならない。たまに運動や散
歩程度の外出機会があれば，半年でも 1 年でも
ひきこもり生活を続けられるつもりではいる。と
はいえ「対面」をとことん回避したい，というわ
けでもない。自粛が緩んで対面機会が増えて気付
いたことは，「定期的に対面機会があったほうが
生活満足度が安定する」という実感だった。つま
り筆者は「対面」を常に渇望するようなタイプで
はないが，実際には無意識に「対面」によって活
性化されエンパワーされてもいるということであ
る。誰かと会う約束は気が重いこともあるが，会
ってしまえば元気をもらえる，といった経験に
は，誰もが覚えがあるであろう。

対面は対人関係において強い相互作用を誘発す
る。対面によって多くの人が力づけられ意欲や欲

3.0
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出所：2020 年 10 月 2 日付  日本経済新聞Web 版。
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望を賦活され，意志決定を促進させられている反
面，対面を苦痛にしか感じられない人も少なくな
い。対面に対するニーズは人それぞれであり，そ
れなくしては生活できない人から，筆者のように
強いニーズは感じないものの対面の必要性は感じ
ているもの，いついかなる場合でも対面が苦痛で
しかないものなど，対面へのニーズや耐性もさま
ざまである。

社会的に多数を占める人々は，なんらかの形で
の「対面」を必要としている。あるいは社会シス
テムは，対面の要素がないとうまく回らない。コ
ロナ禍はこの点を明確化したように思う。詳細な
検証は後日に譲るが，対面なくして人の欲望は維
持できないし，欲望が生じなければ意志決定は困
難になる。また医療や教育のように関係性が大き
な意味を持つ領域では，対面の持つ実践的価値は
さらに大きい。

対面機会を欠いたひきこもり生活が，多くの人
にとってある種のストレスになっていることは想
像に難くない。それはハラスメントや過重労働の
ような，いわば“加算的ストレス”とは異なった
意味で，表面上はストレスフリーにみえて後でじ
わじわ効いてくるような“引き算的ストレス”に
なっている可能性もある。これが巷間言われる

「コロナうつ」の一因ではないだろうか。
ASD（自閉症スペクトラム障害）などの「発達

障害」的な特性を持つ人の中には，いついかなる
場合でも対面ストレスを耐えがたく感ずる人もい
るであろうし，現在そうした人の存在は可視化さ
れやすくなっていると考えられる。こうした“対
面耐性”の高くない人々にとっては，コロナ禍は
一種の救済のように作用した可能性もあったので
はないだろうか。

６　コロナロスあるいはコロナ・アンビバレンス

筆者は先日，あるインタビューで「コロナロ
ス」という言葉を紹介したところ 6），SNS 上でか
なりの反響を呼んだ。筆者としてはマスコミがコ
ロナ禍を一種のお祭り騒ぎとしてとらえており，
コロナが終息したらさぞ残念がるだろうという状
況を「コロナロス」という表現で皮肉ったのだ
が，意外なほど多くの個人が，この言葉に共感を

示したのである。
中でも多かったのは「コロナ禍は早く終わって

欲しいけれど，正直今の生活が楽すぎて，もう少
し続いてほしいという思いもある」というものだ
った。ハラスメントにも会議にも飲み会にも煩わ
されない静かな生活を楽しんでいる人は意外に多
いのかもしれない。

感染者や死者が増え続ける現状には一刻も早く
終止符を打ちたいという思いと，対面機会が増え
る煩わしさには戻りたくないという思いと，相矛
盾する感情は筆者にもないわけではない。コロナ
ロスならぬコロナ・アンビバレンス（相反する感
情が共存する状態）である。ある種の災厄が長期
に及び生活が変容した場合，たとえその生活に少
なからぬストレスがあったとしても，それを受容
し慣れてしまうことは可能である。いったんそう
した生活が定着してしまうと，元の生活様式に戻
ることに抵抗感が生ずることもまた自然な感情で
ある。戦時下の不自由な疎開生活を「楽しい思い
出」として語る人が少なくないように。

しかしみてきたように，対面の欠如という“引
き算的ストレス”は，長期的視野からみれば，メ
ンタルヘルスを蝕む要因になり得ると考えられ
る。ワクチンの導入でようやくコロナ禍からの出
口が見えはじめた現在，私たちの目指すべきは，
やみくもな対面や三密の復活ではなく，人々の対
面耐性に配慮しつつ，リモートも引き続き選択肢
に入れたハイブリッドな対面のありようを設計す
ることではないだろうか。

 1） 2020 年 11 月 18 日付　毎日新聞 Web 版。
 2） 2020 年 10 月 9 日付　東京新聞 Web 版。
 3） 2020 年 10 月 26 日付　朝日新聞 Web 版。
 4） 2020 年 10 月 2 日付  日本経済新聞 Web 版。
 5）2020 年 8 月 15 日付　Wall Street Journal Web 版。
 6）2021 年 1 月 29 日付　BuzzFeed News「コロナにうんざ

りしているはずなのに，なぜ「コロナロス」を抱いてしま
うのか？ 精神科医に聞きました」https://www.buzzfeed.
com/jp/naokoiwanaga/covid-19-tamakisaito-1?utm_
source=dynamic&utm_campaign=bfsharetwitter　（2021 年 2
月 15 日閲覧）。
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